
インフルエンザについて…患者さんに知っておいてほしいことをまとめました。 
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Q3：タミフル、リレンザを開始して2日で熱が下がりました。もう、やめてもよいでしょうか？	  

A3：処方された5日間最後まで続けて下さい。熱が下がってもよくなってきただけで完治したわ
けではありません。ウイルスはまだ排泄されており、周囲に感染する可能性があります。	

体温（℃）	 Q4：登園、登校、出社は
いつから可能ですか？	  

A4：「発症した後、5日を経
過し、解熱した後、最低2
日間（保育園、幼稚園児
は3日間）」というのが基
準です。重症度によって

も異なります。必ずかかり
つけ医とご相談下さい。	

Q2：インフルエンザと診断されました。経過中に注意する症状は？	  

A2：以下の症状に注意して下さい	  →	  脳症や肺炎の初期症状の可能性があります。	
□	  意識レベルの低下：呼びかけに反応しない 		
□	  けいれんが10分以上続く（止まらない、繰り返す） 		
□	  意味不明の言動がみられる		
□	  呼吸困難（息苦しい） 		
□	  顔色が悪い（熱があるのに白っぽい）、チアノーゼ（口唇の色が青っぽい） 		
□	  頻回の嘔吐		
□	  いったん解熱したが再び発熱し、咳が悪化	

Q1：発熱しました。インフルエン
ザが心配です。すぐに検査を
受けたほうがよいでしょうか？	  

A1：発熱して3~4時間で検査し
ても陽性になる確率は低いの
で、38℃以上となって12時間く
らいしてからの検査をお勧めし

ます。	  
　呼吸困難、意識障害といった
重い症状がなければ、夜間救
急をあわてて受診する必要は
なく、翌日受診で大丈夫です。	

処方（タミフル、リレンザ、イナビルなど）	

接触歴	  
症状、経過	  
検査結果	

医師が診断	  
（※検査結果
はあくまで参
考です）	

※幼児はウイルスの排泄期間が長く、解熱後2日間では安心できません。
1~2日間長く休んで下さい	

鼻汁中への	  
ウイルス排泄量	

発熱して数時間	  
→ウイルス排泄量	  

少ない	  
→検査（−）	

発熱して12時間以上	  
→ウイルスの排泄量	  

多い	  
→検査（＋）	  

はやし小児科医院	


